
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。
ぜひ「いいね！」や「シェア」で、お友達にご紹介ください。

地域の課題

支援はチャイルドの生活を変える力となります

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップは、１人の子どもに直接お金やモノを提供す
るプログラムではありません。支援地域の子どもたちが健やかに成長す
るための環境を整え、人々が“未来を切り拓く力” を得られるようにする、
長期的な支援活動です。チャイルドが住む地域とその課題、現地で
ワールド・ビジョンが実施している活動についてご紹介します。

Instagram
@worldvisionjapan

FACEBOOK
@worldvisionjapan

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？

ご支援者の皆さまのポータルサイト、マイ ワールド・ビジョンに登録（アカウント作成）
後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報がご覧いただけます。

ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、
もしくは右のQRコードからお手続きください。

X
@WorldVisionJPN

• 一度も学校に通ったことが
ない10歳以上の住民

教育

69.1%*• 家庭で十分なケアを
受けていない子ども

子どもの権利と保護・平和構築

支援地域の子どもたち

支援地域の一般的な住居

*2016年時点

10.2%*

13%*

• 5歳未満の子どもの死亡率

• 最低限の食事を
食べられる子ども

70%*

保健・栄養改善

支援地域では、文化として性別に応じた役割を子どもの頃から強いています。女の子は子
育てや家事、男の子は家畜の飼育に従事させられています。また、女の子は14歳までに結
婚し、10代の内に妊娠するため、教育が優先されることはほとんどありません。

6歳のナコンちゃんも学校に通っておらず、お母さんも学校に入学させようとはしていません。ま
た、ナコンちゃんは1日1食しか食べられないため、栄養不良の状態です。

ワールド・ビジョンは、ナコンちゃんのような子どもたちが、希望を持って成長できるよう、支援活
動を行っています。

ウガンダ共和国

ロバランギット・カレンガ地域開発プログラム
のご紹介

（UGA-215245）



地域の課題

ワールド・ビジョンが行う支援活動

国情報

地域情報

支援期間：
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。

教育

先生も教室も足りていません

• 教室など学校施設の建設・整備

• 教師への適切な教授法の研修

• 保護者への教育に関する啓発

• 課外活動を通じたスキルの向上

地域に住む10歳以上の住民の
70%が生涯で一度も学校に通った
ことがないため、教育への理解が不
足しています。また、学校に通える子
どもの中でも初等教育を修了する割
合は3.5%しかなく、教育面で多くの
サポートが不足しています。

家庭では子どもに必要な栄養を与え
られておらず、子どもたちの健やかな
成長にも影響をおよぼしています。ま
た、衛生施設にアクセスできる世帯
も30%程度で、安全な水へのアクセ
スや正しい衛生の知識や設備が不
足しています。

栄養不良の子ども
たちが数多くいます

• 家庭菜園の促進

• 母親の栄養グループの形成と研修

• 適切な子育てに関する研修

• 給水設備の建設と管理体制の構築

• 行政と連携し、適切な母子保健活
動の普及

保健・栄養改善

子どもの権利と保護への認識が低く、
児童労働に従事させられたり、お金
と引き換えに早婚させられたりする子
どもたちがいます。また、地域にはこれ
らの問題を解決するための子どもの
保護体制も、ほとんど機能していま
せん。

一夫多妻制の家族が多いですが、
収入は限られているため、子どもた
ちは十分なケアを受けられません

• 子どもの保護委員会の形成と研修

• 宗教リーダーなどへの働きかけを通
じた暴力の予防のための活動

• 放課後クラブを通じた子どもの権利
に関する啓発

• 新たな生計手段の獲得や適切な
家計管理のための研修

子どもの権利と
保護・平和構築

アフリカ大陸の東に位置し、南スーダン、ケニア、タンザニア、ルワンダ、コンゴ民主共和国に囲まれた内陸国です。南部は、ナイル川（白ナイル）の起点と
なるビクトリア湖に接しています。日本の本州とほぼ同じ広さで、赤道直下に位置しています。公用語は英語ですが、スワヒリ語、ルガンダ語も使用されてい
ます。宗教はキリスト教が全体の約60%で主流となっています。教育制度は、初等教育（7年）、中等教育（6年、4-2年）、高等教育 (4年)です。

ウガンダ共和国

首都カンパラから北東へ約535km、車で約

10時間の場所に位置するカラモジャ地方カ

レンガ県にてプログラムを実施しています。支

援地域には、主要民族であるナポレ族のほ

か、ニャンギ族やドドス族、そして南スーダンや

ケニアから移り住んだ少数民族もいます。カラ

モジャ地方は、国内で最も貧しい地域とされ、

70%以上が貧困ライン以下の生活を送って

います。多くの住民が湿地帯で自給農業を

営んでいますが、中には森林伐採や湿地の

干拓を行う住民がおり、それが土壌侵食など

の自然環境の劣化、引いては洪水の長期

化につながっています。また、世帯の減収や

子どもの栄養の悪化をもたらしています。

ロバランギット・カレンガ
地域開発プログラム

2019年～2030年

ロバランギット・カレンガ
地域開発プログラム

•
首都：カンパラ
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